
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

多くの小学校では、子どもが下校するのは 15 時半近く。子どもが下校してから、先生方は翌日の授業準備、

教材研究などを始めます。放課後の時間を少しでも長く確保できるよう、時程の工夫にチャレンジしているあざ

み野第二小学校の、今年度からの取組を紹介します。 

今月号のテーマは、時間。働き方改革を進めていく中で、時間の話は様々な場面で出てきます。 
今月ご紹介する2校は、昨年度に比べ一人あたりの時間外勤務時間が減少しています。2校ともさまざまな
工夫をしている中で、特徴的な取組やそこから生み出された新たな効果などを紹介します。 

小学校では、全ての教科等を担任が受け持っているため、１日５教科分の授業準備をすることがあります。限

られた時間の中で、教員が教材研究を充実させ、よりよい授業を行うために、同じ学年の担任間で受け持つ教科

を分担する「一部教科分担制」を取り入れる学校が増えてきました。 

6 年前から始めている黒須田小学校では、授業の質が向上するとともに、学年が 1 つのチームとなり子どもと

関わることで理解が深まり、よりよい児童指導にもつながっています。 

毎週金曜日には会議や打ち合わせ等を一切

設定せず、放課後の時間を先生方それぞれが

自由に使える時間にしました。定時に退勤す

る教職員も増えてきました。 

 特に4月の学級開きの時期は、ほかのク
ラスで授業をする中で学ぶことも多いで
す。学級経営の工夫を見ることができ、それ
を職員室で話題にしてさらに深めるなど、
若手にはとても大きなヒントをもらえます。 
 

・教材研究の時間が増えて嬉しい。 

・教員の意識改革（自分で仕事を精査し時間を確保する等のマネジメント） 

が必要である。 

・中休みが短いので使い方を工夫する必要がある。 

・金曜日だけ時程が違うので、他の曜日と比較してあわただしく感じる。 

・早く帰れるのがよい。 

・（３年生以下）給食前に授業が

終わる。 

・たくさん授業した気分になる。 

・勉強に集中できる。      など 

・授業の開始時刻が分かりにくい。 

・休み時間が短い。 

・なぜ金曜日だけなのか。 

・お腹がすく。            など 

     

〇いろいろな先生から教えても
らえるので楽しい。 
〇相談しやすい先生がたくさ
んできる。 

     
学年で子どもをみていくことのよさを十分に実感していたので、
今年度から 2 年生でも取り組みたいと提案しました。担任だけでは
気付かないことも、しっかりとつかむことができています。 
 

 
保護者にとって、教科分担は当たり前になっているようで
す。今年度、新たに 2 年生で導入することも好意的に受けと
めてくれています。 
 

 中学校で英語を教えていた専門性を活か
すことができます。児童指導は、中学校と同
様の効果があります。自分の専門でない教
科は、専門性の高い人が教えた方が、高学
年は特によいと感じます。 

教材研究の時間がし
っかりとれています。３ク
ラスで授業ができるの
で、授業力の向上につな
がっていると感じます。 

 学年の子どもを、授業を通してしっかりと見る
ことができることは、子どもの理解をより深めるこ
とにつながっています。 



 

 ※本資料の数値については、項目ごとに四捨五入により端数処理を行っているため、合計と内訳の和とが一致しない場合があります。 
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 8 月の時間外勤務の割合では、特に中学校で時間外勤務の割合が昨年度よりも増えた結果となりまし

た。職場のみなさんで夏休みまでや夏休み中の先生方の働き方を振り返り、9 月以降の改善に向けた職

場でのチャレンジにつなげていくのはいかがでしょうか。 

時間外勤務 80時間超が昨年 8月よりも 約２割半 増 

（１）「教職員の働き方改革プラン」達成目標との比較・推移（2019 年 9 月 9 日時点） 

（２）時間外勤務（2019 年 8 月）の詳細 

時間外勤務月 80 時間超の 

教職員の割合 

19 時までに退勤する 

教職員の割合 

０％ 

70％以上 

1.9％ 
    

0.1％ 6.1％ 0.0％ 
    

93.6％ 
    

94.5％ 90.7％ 97.6％ 
    

 

 

 

 

 


